
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

社会福祉法人 大牟田市社会福祉協議会 

社協事務局通信 

 

きらり２月号（2026）Vol.190 
発行元：大牟田市社会福祉協議会 
〒836-0815 大牟田市瓦町 9-3 
電話 57-2519  FAX 57-2528 

E-mail：omshakyo@omshakyo.or.jp 

 

【編集後記】 

 

Information 

＊＊＊＊＊＊＊ご寄贈・ご寄付ありがとうございました＊＊＊＊＊＊＊ 

行政書士相談 ２月１８日（水） 32-8851 

 

【日 時】 令和８年１月１６日（金） １４時３０分～１７時１５分 

【会 場】 おおむたハイツ テラス有明 

【第 1部】 基調講演：大牟田市の福祉に未来を考える  

           「地域力アンケート調査や 

校区ヒアリングから見えてきた現状と課題」 

       [講 師] 筑紫女学園大学 名誉教授 山﨑 安則 氏 

                                 准 教 授 前田 佳宏 氏 

【第 2部】 グループワーク(GW)：私たちが目指す地域の姿 

【参加者】 91名 
        

令和７年度 地域リーダー合同研修会 
～大牟田市の福祉の未来を考える 私たちが目指す地域の姿～ 

【第 1部】 基調講演の様子 

【第 1部】 基調講演  准教授 前田 佳宏 氏 

 地域活動実践者を対象とした「地域力アンケート調査」

の結果を分析し、「地域に“単なる集まる場所”を作ること

だけに終わってはダメ。地域課題に向き合うため地域住

民が話し合う機会を設けることが大事」と話されました。 

 

 

【第 2部】 グループワーク(GW)： 私たちが目指す地域の姿  ～〇〇校区夢プランを作ろう～ 

 グループワークでは、各校区で、これから自分の地域をどういうものにしていきたいかを話し合い、校区毎に「〇〇校

区夢プラン」の作成を行った。「以前は行っていたが、やめてしまったもの」「現在行っているが、今後に残していきたい

もの」「新しく始めたいもの」「復活させたいもの」などを自校区の未来について考える良い機会となった。 

最後に、講師の山﨑先生から、これからの地域福祉推進の視点についての総括があった。参加者からのアンケートに

も、「現況の発見と共有」「いろいろなアイデアを出し合うことが出来た」「将来の地域ビジョンがまとめられた」などの感

想が寄せられた。 

 

 

 

【第 1部】 基調講演 名誉教授 山﨑 安則 氏 

 ご自身の地元（周南市岐山地区）での経験をもとに「若

い世代が地域活動に参加してもらうには福祉教育や多世

代が交流できる行事を企画すること。大事なことは安く

て、近くで、気楽に楽しめるものが良い」と話されました。 

 

GW１班(天の原・吉野) 

GW６班(みなと・平原) 

GW２班(駛馬・手鎌) 
・吉野) 

GW３班(天領・中友) 
・吉野) 

GW４班(大正・明治) 
・吉野) 

GW５班(大牟田中央・倉永) 
・吉野) 

GW７班(銀水・上内) 
・吉野) 

GW８班(白川・三池) 
・吉野) 

GW９班(羽山台・高取) 
・吉野) 

[発表者]天の原 江口会長 
・吉野) 

[発表者]駛馬 國崎会長 
・吉野) 

各校区で作られた夢プラン 
・吉野) 

セブンイレブン・ジャパン様、 

日月パートナーズ税理士法人様

より、たくさんの食料品や日用品

をご寄贈いただきました。本会が

実施する生活困窮者支援事業、

子ども・地域食堂等に活用 

させていただきます。 

いつもありがとうございます。 

現在、私の母は９０代で、自宅で一緒に生活していましたが、父が亡くなった後、認知症の症状が強くなりました。昼夜

が逆転し、一人で自宅に置いていけなくなったため、有料老人ホームに入居しました。 

本人は自宅で過ごしたいでしょうが、私では身の回りの世話ができないので、自分のためにも、かつ母のためにも、施

設に入居出来て良かったと思います。いつも両親は、私たちに迷惑をかけないように・・・と、口癖のように言っていました

が、今では介護保険制度が充実し、安心して預けることができます。今後、私も夫婦一緒に心身ともに健康で過ごせるよ

うに、フレイル予防（栄養・運動・社会参加）に気を付けていきたいと思います。               （総務課 上原） 

 

点訳奉仕むつき会＆視力協会との新年交流会が開催されました！ 

１月１５日（日）、総合福祉センターにて、「点訳奉仕むつき会＆視力協会との

新年交流会」が開催されました。当日は、視力障がい者、ガイドヘルパー、むつ

き会会員、本会職員も含め、総勢約５０名の方々の参加がありました。全員の

自己紹介の後は、お弁当、お弁当、嬉しいな～♬のハーモニカ伴奏に合わせて

合唱し、皆さん一緒に「お弁当タイム」に入りました。 

お弁当に舌づつみを打った後は、むつき会の企画による催し“視力障がい者

による楽器演奏（フルス・ハーモニカ・ギター）”がありました。その後は、豪華賞

品争奪の「イントロ当てクイズ」、「なぞなぞゲーム」、「ビンゴゲーム」で大いに盛

り上がりました。 

最後は、ハーモニカ伴奏により、全員で「ふるさと」を合唱し、閉会となりまし

た。約２時間半の短い時間でしたが、楽しいひと時を過ごされました。 

 

ギター＆フルス演奏の様子 

新年交流会の様子 

不登校・ひきこもり家族支援セミナー 

在籍生の８割が不登校の経験者をもつ立花高校の“校長ちゃん”による講演会を開催します!！ 

『それでよかよか～共感から始まる安心して生きられる社会へ～』 

 
【と き】 令和８年３月１４日（土） １０:００～１２:００ 

【と こ ろ】 障害者支援施設 大牟田恵愛園（大牟田市新勝立町３丁目５番地１５） 

【講 師】 立花高等学校 校長 齋藤 眞人 さん 

【参 加 費】 無料  ※事前予約制  

【定 員】 先着７０名     

 
お申込みはこちら 

 
【講師プロフィール】 

平成１６年に立花高等学校に教頭として赴任。平成１９年より校長に就任。 

立花高等学校は不登校生徒の自立支援の教育方針のもと、心の癒しに重点を置いた教育実践で、心の拠

り所を求める子どもや親たちから支持されている。齋藤校長は“校長ちゃん”の愛称で親しまれ、「いいん

だよ」の共感的理解の大切さを精力的に全国各地で講演。 

【問合せ】 生活支援相談室  TEL：0944-32-8851 
8851/MAIL:soudan@omshakyo.or.jp 

谷山 恵一さん 



１月２６日（月）にキャロットサービス協力会員研修会・交流会を開催し、２０名

の方にご参加いただきました。 

 研修会では「介護保険制度について」をテーマに、福祉サービス課の職員が説

明を行い、協力会員の皆様は熱心に耳を傾けておられました。質問の時間が

なくなるほど、多くの質問が寄せられ、制度への関心の高さが伺えました。 

研修会後のアンケートでは「身近な事として話を聞くことができた」「知らな

かったこともあり、今後の参考になった」などの感想をいただきました。 

交流会では、「キャロットサービスの輪を広げるためにできること」をテーマ

に意見交換を行いました。参加者からは、さまざまな意見が飛び交い、事務局

としても今後の周知啓発活動の参考となる有意義な時間となりました。 

 

 キャロットサービス協力会員研修・交流会を開催しました！ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

募金の種類 赤い羽根 歳末たすけあい 募金の内容 

❶戸別募金 4,900,319円 1,315,650円 各世帯を対象とした募金 

❷職域募金 691,975円 175,477円 企業等の従業員を対象としたグッズ等による募金 

❸街頭募金 505,577円 331,800円 イオン・ゆめタウン・スーパー等での街頭募金 

❹法人募金 2,744,154円 516,593円 市内の企業・団体等の法人を対象とした募金 

❺自販機募金 846,339円 － 市内５６台の自動販売機による通年募金 

❻インターネット募金 22,606円 － 市内外からのインターネット募金 

❼その他 379,129円 80,212円 個人募金、募金箱、イベント、各種団体による募金 

 合  計 10,090,099円 2,419,732円  

 「過去に着てみたかった服装や懐かしの思い出の服装」  高校生の今の想いやこれからの夢など、そのコーディ
ネイトの裏に込められた「想い」を次の誰かへ受け継ぎ、笑顔と温もりがリレーのように繋がり、「心温まる交流の
場」となることを願い、「OMUTA コーデバトン」としました。 
「紡ぐ」という言葉には、一本一本の糸をより合わせて新しい布を作るという意味があります。今回のイベントで
は、ファッションを通じて人と人が手を取り合い、また世代を超えた交流の中で、それぞれの想いを一つに重ね合
わせる。まるで一枚の服を仕立てるように、新しい未来の形を共に作り上げていく…そんな願いを込めています。 

未来を紡ぐファッションショー ～ＯＭＵＴＡコーデバトン２０２５～ 
若者とシニア世代がファッションを通じて想いを繋いでいく… 

ファッションショーと「バトン」を掛け合わせ、各世代の想いを紡ぐイベント 

昨年１２月３１日をもちまして、「赤い羽根共同募金」と「歳末たすけあい募金」の活動が無事終了いたしました。

募金の実績は、下記のとおりです。皆様方からお寄せいただきました募金につきましては、配分委員会における

審査を経て、令和８年度の地域福祉推進事業費として活用させていただきます。 

皆様方には、温かいご協力をいただき、改めて深く感謝申し上げます。ありがとうございました。 

                                     福岡県共同募金会大牟田市支会 会長 井上 信弘 

赤い羽根共同募金実績：10,090,099円（前年比 94.1％） 

歳末たすけあい募金実績： 2,419,732円（前年比 103.0％） 

 
令和７年度 赤い羽根共同募金及び歳末たすけあい募金実績報告 

皆様方のご協力に感謝いたします！ 

【令和７年度 共同募金実績額（赤い羽根募金・歳末たすけあい募金）】 


